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9
月
11
日
、
全
建
総
連
東
京
都
連
の
第
2
回
執
行
委
員
会
で
、
2
0
2
3
年
3
〜
4
月
に
実
施
し
た
組

合
員
賃
金
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
ま
と
め
を
建
設
政
策
研
究
所
の
市
村
昌
利
専
務
理
事
が
報
告
し
ま
し

た
。
全
体
と
し
て
、
賃
金
水
準
は
微
増
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
円
安
や
激
変
す
る
世
界
情
勢
の
影
響
に

よ
り
、
資
材
価
格
、
消
費
者
物
価
が
高
騰
す
る
中
で
、
依
然
と
し
て
建
設
業
従
事
者
の
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
本
紙
で
は
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
（
文
責
、
見
出
し
は
編
集
部
）

23
年
の
1
日
あ
た
り
賃
金
は
、

常
用
が
1
万
7
9
2
9
円
（
前
年

か
ら
4
4
6
円
増
）
、
手
間
請
が

2
万
2
8
7
1
円
（
同
1
1
9
4

円
増
）
、
一
人
親
方
（
材
料
持
ち
）

が
2
万
1
8
4
8
円
（
同
1
1
7

円
増
）
で
、
い
ず
れ
も
前
年
か
ら

増
加
し
て
い
ま
す
（
図
表
1
）
。

2
0
1
2
年
以
降
の
推
移
を
み

る
と
、
年
に
よ
っ
て
増
減
は
あ
り

ま
す
が
、
基
本
的
に
は
微
増
傾
向

で
推
移
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

90
年
代
半
ば
の
ピ
ー
ク
の
水
準
に

は
届
い
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
常

用
の
前
年
か
ら
の
増
加
率
は
2
・

5
％
程
度
で
、
物
価
上
昇
分
を
カ

バ
ー
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

前
年
か
ら
賃
金
が
上
が
っ
た
か

ど
う
か
の
回
答
を
み
る
と
、
若
い

世
代
が
「
上
が
っ
た
」
と
の
回
答

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図

表
2
）
。
20
歳
未
満
と
経
験
年
数

5
年
以
下
の
「
見
習
い
」
の
1
日

あ
た
り
賃
金
は
01
年
以
降
最
も
高

い
1
万
4
3
4
2
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
担
い
手
確
保
に
向
け
て
、

特
に
若
年
層
の
賃
金
引
き
上
げ
が

続
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
大

き
く
受
け
た
21
年
、
22
年
は
、
賃

金
の
引
き
上
げ
傾
向
に
陰
り
が
見

ら
れ
ま
し
た
が
、
働
き
方
別
に
み

る
と
、
月
給
制
で
働
く
常
用
労
働

者
は
そ
の
影
響
が
少
な
か
っ
た
こ

と
が
特
徴
で
し
た
。

設
計
労
務
単
価
と

１
万
円
超
の
差
も

2
0
1
2
年
以
降
、
設
計
労
務

単
価
の
引
き
上
げ
が
続
い
て
い
ま

す
。
23
年
の
設
計
労
務
単
価
の
全

職
種
加
重
平
均
値
は
、
2
万
2
2

2
7
円
で
す
。
12
年
と
比
較
し
て

65
・
5
％
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
常
用
の
1

日
あ
た
り
賃
金
は
12
年
と
比
較
し

て
15
・
8
％
の
増
加
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。

い
く
つ
か
の
職
種
に
つ
い
て
設

計
労
務
単
価
と
常
用
の
賃
金
を
比

べ
て
み
る
と
、
そ
の
差
は
歴
然
で

す
（
図
表
3
）
。
常
用
賃
金
は
設

計
労
務
単
価
の
5
〜
7
割
程
度
の

水
準
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
1
日

あ
た
り
の
差
額
が
1
万
円
を
超
え

て
い
る
職
種
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
1
日
1
万
円
低
い
と
い
う
こ

と
は
、
年
間
で
2
0
0
万
円
以
上

低
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

設
計
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
は
、

賃
金
引
き
上
げ
に
向
け
た
取
り
組

み
の
一
つ
で
す
か
ら
、
こ
の
引
き

上
げ
が
現
場
に
も
き
ち
ん
と
行
き

渡
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

1
日
あ
た
り
賃
金
と
同
様
に
、

年
収
も
微
増
傾
向
で
推
移
し
て
き

ま
し
た
。
常
用
・
手
間
請
・
一
人

親
方
（
以
下
、
労
働
者
と
記
述
）

の
22
年
の
年
収
（
調
査
で
は
前
年

の
年
収
を
聞
い
て
い
ま
す
）
は
、

平
均
で
5
2
1
万
円
で
す
。
11
年

の
4
0
8
万
円
か
ら
1
1
3
万
円

増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
同
じ

東
京
都
の
建
設
業
に
従
事
す
る
男

子
労
働
者
の
平
均
年
収
は
6
6
1

万
円
、
東
京
都
の
男
子
労
働
者
の

平
均
年
収
は
6
6
6
万
円
で
、
組

合
員
の
平
均
年
収
と
の
差
は
1
4

0
万
円
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
図
表
4
は
平
均
年
収
の

推
移
を
示
し
た
も
の
で
す
が
、
近

年
、
増
加
傾
向
が
弱
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

職
人
・
事
業
主
も

引
き
上
げ
足
り
ず

続
い
て
、
事
業
主
組
合
員
の
回

答
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
事
業
主
組
合
員
の
う
ち
、
従

業
員
の
賃
金
を
引
き
上
げ
た
と
の

回
答
割
合
は
、
近
年
、
2
割
前
後

で
推
移
し
て
い
ま
す
。
毎
年
引
き

上
げ
て
い
る
事
業
主
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
定
割
合
の
事

業
主
が
賃
上
げ
を
行
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

他
方
、
施
主
や
取
引
先
に
単
価

の
引
き
上
げ
要
求
が
で
き
て
い
る

割
合
は
2
割
前
後
で
推
移
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
23
年
は
、
引

上
げ
要
求
で
き
た
割
合
が
01
年
以

降
で
最
も
高
い
35
・
6
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
要
求
し
た
結
果
、「
引

き
上
が
っ
た
」
と
の
回
答
も
、
過

去
5
年
間
で
最
も
高
い
水
準
（
約

5
割
）
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
表

5
）
。

資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
が
業
界

だ
け
で
な
く
社
会
全
体
の
課
題
と

な
り
、
価
格
交
渉
の
必
要
性
が
高

ま
る
と
同
時
に
、
取
引
先
か
ら
の

理
解
も
得
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
引
き
上
げ
の
一

定
割
合
は
高
騰
し
た
資
材
価
格
に

吸
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

処
遇
改
善
に
は
、
さ
ら
な
る
受
け

取
り
単
価
の
引
き
上
げ
が
必
要
で

す
。な

お
、
調
査
結
果
に
は
、
単
価

の
引
き
上
げ
要
求
が
で
き
て
い
る

事
業
所
の
方
が
「
標
準
見
積
書
」

の
活
用
割
合
が
高
い
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
働
き
方
改
革
に
関
連

す
る
項
目
を
確
認
し
ま
す
。ま
ず
、

労
働
者
の
1
カ
月
あ
た
り
の
休
日

で
最
も
多
い
の
は
「
4
週
4
休
以

下
」
で
3
割
を
占
め
ま
す
。
「
4

週
5
休
」
と
合
わ
せ
る
と
55
・
6

％
と
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。

建
設
業
で
は
、
年
間
総
労
働
時

間
を
抑
制
す
る
た
め
、
週
休
2
日

に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
建
設
業
の
労
働
時
間

が
長
い
の
は
週
6
日
稼
働
し
て
い

る
か
ら
、
と
い
う
の
が
そ
の
一
つ

の
要
因
で
す
。
し
か
し
、
組
合
員

の
休
日
は
4
週
5
休
以
下
が
半
数

以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
週
休
2

日
の
実
現
に
は
、
単
価
や
賃
金
の

引
き
上
げ
、
適
正
な
工
期
設
定
な

ど
、
現
場
従
事
者
を
基
礎
と
し
た

就
労
環
境
整
備
が
不
可
欠
で
す
。

常
用
の
有
給
休
暇
の
取
得
状
況

を
み
る
と
、
「
取
得
し
た
」
割
合

が
22
・
6
％
と
約
5
分
の
1
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。有
給
休
暇
は
、

一
定
期
間
勤
続
し
た
労
働
者
に
対

し
て
付
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。
付

与
日
数
は
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
て
お
り
、
19
年
4
月
か
ら
年
10

日
以
上
の
有
給
休
暇
が
付
与
さ
れ

る
労
働
者
に
は
5
日
以
上
取
得
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
事
業
主
の
回
答
の
う

ち
、
就
業
規
則
を
定
め
て
い
る
の

は
35
・
8
％
、
36
協
定
を
締
結
し

て
い
る
の
は
23
・
1
％
と
い
う
結

果
で
し
た
。

24
年
4
月
か
ら
の
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
適
用
に
向
け
て
、
さ

ら
な
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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１０
年
で
賃
金
微
増
も

物
価
の
上
昇
に
は
及
ば
ず

４
週
５
休
以
下
多
く

就
労
環
境
の
整
備
が
急
務


